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公
明
党
吉
川
市
議
団

五
十
嵐　
惠
千
子　
議
員

市
民
一
人
ひ
と
り
の
幸
福
実
感

の
向
上
に
向
け
、
市
民
と
共
動
を

前
提
と
し
、
重
要
な
事
業
が
推
進

さ
れ
る
施
政
方
針
を
評
価
す
る
。

　
特
に
評
価
す
る
事
業
と
し
て
は
、

①
大
規
模
災
害
時
、
水
が
使
え
な

い
状
況
で
も
衛
生
的
に
使
え
る

ト
イ
レ
設
備
の
導
入
や
栄
養
価

の
高
い
リ
ゾ
ッ
ト
・
ス
ー
プ
等

の
備
蓄
は
的
確
な
判
断
。

②
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

助
成
が
原
則
65
歳
の
方
と
経
過

措
置
と
し
て
70
歳
か
ら
５
歳
刻

み
で
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
。

③
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
新
た

な
設
置
や
子
育
て
世
帯
訪
問
支

援
事
業
の
開
始
に
よ
り
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
が
さ
れ
る
体
制

と
な
る
。

④
南
中
学
校
に
続
き
中
央
中
学
校

へ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
開
設
を
高
く
評
価
す
る
。

⑤
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の

本
格
実
施
は
、
複
雑
化
・
複
合

化
す
る
問
題
を
抱
え
る
市
民
に

寄
り
添
い
、
地
域
全
体
に
も
幸

福
実
感
が
広
が
る
も
の
と
期
待

す
る
。

　
「
温
故
知
新
」、
変
化
に
柔
軟
に

対
応
す
る
力
を
発
揮
す
る
事
を

願
う
。

◆
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

１
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

　

―　
反　
対　
討　
論　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

遠
藤　
義
法　
議
員

一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
へ
の

繰
り
入
れ
を
無
く
す
な
ど
、
払
い

き
れ
な
い
国
保
税
が
ま
す
ま
す
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
４
年
間
で
、
４
人
世
帯
で

給
与
収
入
４
３
０
万
円
の
国
保
税

は
、
43
万
円
か
ら
50
万
円
に
７
万

円
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
も
、
３
年
後
の
令
和
９
年
度
に

は
、
県
内
市
町
村
の
保
険
税
な
ど

準
統
一
す
る
と
し
て
、
さ
ら
に
約

７
万
円
も
引
き
上
げ
て
、
58
万
円

に
す
る
計
画
で
す
。

国
保
は
無
職
者
、
年
金
生
活
者
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
な
ど
低
所
得

者
が
多
数
加
入
し
て
い
ま
す
。
こ

の
物
価
高
騰
や
賃
金
、
年
金
額
が

上
が
ら
な
い
中
で
、
毎
年
毎
年
国

保
税
は
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る

実
態
に
、
私
た
ち
は
も
っ
と
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま

す
。吉

川
市
は
、
国
保
の
広
域
化
を

安
定
的
運
営
の
た
め
と
国
や
県
の

進
め
方
に
理
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
他
の
市
や
町
で
生
活
を

守
る
た
め
に
実
施
す
る
給
付
事
業

を
「
慎
重
に
す
べ
き
」
と
述
べ

る
な
ど
、
加
入
者
の
悲
痛
な
声
に

耳
を
傾
け
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

施
策
を
実
施
し
な
い
市
の
姿
勢
こ

そ
、
自
治
体
の
責
務
に
背
い
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

◆
令
和
７
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

１
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

　
―　
反　
対　
討　
論　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

雪
田　
き
よ
み　
議
員

介
護
保
険
制
度
は
今
年
４
月
１

日
で
25
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。

制
度
が
発
足
し
た
当
時
、
多
く

の
人
が
介
護
職
を
目
指
し
、
ま
た

そ
の
ス
テ
ー
タ
ス
と
し
て
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
目
指
し
ま
し
た
。
が
、

今
で
は
介
護
職
の
成
り
手
不
足
で

す
。
ま
た
当
時
は
介
護
の
社
会
化

が
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
「
制
度
の
持
続
可
能
性
」、「
自

助
」
が
強
調
さ
れ
、「
介
護
の
社

会
化
」
と
い
う
言
葉
は
消
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
昨
年
介
護
事
業
所

の
倒
産
件
数
は
過
去
最
高
を
記
録

し
、
そ
の
う
ち
の
47
％
を
訪
問
介

護
事
業
所
が
占
め
て
い
ま
す
。
吉

川
市
で
も
１
つ
の
訪
問
介
護
事
業

所
が
今
年
度
休
止
し
ま
し
た
。
市

内
唯
一
の
定
期
巡
回
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
事
業
所
も
、
昨
年

休
止
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
た
方
の
う
ち
数
名
は
施
設
に
入

所
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

市
の
介
護
保
険
事
業
の
問
題
と

い
う
よ
り
、
制
度
そ
の
も
の
の
問

題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
介
護
報

酬
の
引
き
上
げ
な

ど
、
国
に
対
し
求

め
て
い
た
だ
く
よ

う
求
め
ま
す
。

前
向
き
な
内
容
と
評
価
す
る
。
ま

た
、
本
市
に
お
け
る
人
口
増
に
つ

い
て
「
こ
れ
ま
で
の
先
人
た
ち
の

努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
そ
の
成
果

を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
財
源

を
確
保
す
る
」
と
い
う
敬
意
と
感

謝
の
気
持
ち
に
深
く
賛
同
す
る
。

「
幸
福
実
感
の
向
上
の
た
め
に

は
住
民
自
治
が
不
可
欠
で
あ
り
、

持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
た
め
に

は
市
民
の
意
識
が
重
要
で
あ
る
」

と
い
う
理
念
に
賛
同
す
る
。
市
民

が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会

が
形
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
多
様
な

世
代
が
想
像
力
を
高
め
、
多
様
な

生
き
方
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

は
、
次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
税
金
の
使

い
方
へ
の
理
解
や
納
得
感
が
深
ま

る
も
の
と
考
え
る
。

各
施
策
を
有
意
義
に
展
開
す
る

た
め
に
は
、市
民
の
皆
さ
ま
の「
当

事
者
性
」
が
重
要
。
行
政
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
議
論
を
深
め
、
議
員

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。
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